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第 8 号令和 5 年１月 31 日 

令
和
四
年
度
三
年
生
の
進
路
状
況 

進
路
指
導
主
事 

倉
澤 

佐
智 

助
自
立
へ
の
第
一
歩
努 

 

コ
ロ
ナ
禍
も
三
年
目
と
な
り
䣍

様
々
な
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
き

ま
し
た
䣎
高
校
生
の
採
用
を
抑
制

し
て
い
た
企
業
も
積
極
採
用
に

舵
を
切
り
䣍
建
設
業
・
製
造
業
を

中
心
に
求
人
数
が
増
加
し
ま
し

た
䣎
長
野
県
内
の
七
月
末
時
点
の

求
人
倍
率
は
二
・
四
五
倍
と
䣍
超

の
つ
く
売
り
手
市
場
で
し
た
䣎
そ

の
影
響
も
あ
䣬
て
か
䣍
今
年
は
地

域
の
有
名
企
業
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
生
徒
が
目
立
ち
ま
し
た
䣎 

ま
た
䣍
ポ
プ
ラ
祭
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
行
事
や
地
域
と
の
か
か

わ
り
が
復
活
し
て
き
た
こ
と
も
䣍

生
徒
の
成
長
に
良
い
影
響
を
与

え
て
い
ま
し
た
䣎
計
画
力
䣍
チ
䤀

ム
ワ
䤀
ク
䣍
主
体
性
な
ど
が
身
に

つ
き
䣍
面
接
試
験
で
力
を
発
揮
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
䣎
支
え
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の

皆
様
䣍
地
域
の
皆
様
の
あ
り
が
た

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
䣎 

高
校
三
年
間
䣍
コ
ロ
ナ
に
振
り
回

さ
れ
苦
労
し
た
三
年
生
が
䣍
希
望

の
進
路
を
実
現
で
き
て
い
る
こ

と
は
非
常
に
う
れ
し
く
䣍
頼
も
し 

䣗
編
集
後
記
䣘 

 

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
を
見
据
え
䣍

こ
の
度
䣓
同
窓
生
の
集
い
䣔
支
援
事

業
を
始
め
ま
し
た
䣎
同
窓
会
活
動
や

同
級
会
の
開
催
な
ど
䣍
会
員
の
交
流

に
御
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

䣗
事
務
局
䥹
連
絡
先
䥺
䣘 
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ᵭ
協
賛
金
ᵮ
の
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す 

同
窓
会
の
主
な
収
入
は
䣍
在
校

生
が
入
会
時
に
納
入
す
る
入
会
金

で
す
が
䣍
一
般
会
員
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
く
協
賛
金
も
重
要
な
収
入

源
と
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

活
動
が
安
定
的
に
行
え
る
よ
う

協
賛
金
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
䣎 

※
納
入
方
法 

郵
便
振
替
に
よ
り
次
の
口
座
へ

お
願
い
し
ま
す
䣎 

 

口
座
記
号
・
番
号
・
名
義 

 

○
○
五
三
○ 

- 

六 
-
 

八
六
二
九
四

長
野
県
蓼
科
高
等
学
校
同
窓
会 

※
金
額 

二
千
円
以
上
で
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 

蓼 科 高 校 同 窓 会 報

い
こ
と
で
す
䣎 

一
・
二
年
生
に
向
け
て
は
䣍

十
二
月
に
高
校
内
会
社
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
䣎
生
徒
は
一
人

あ
た
り
三
社
か
ら
お
話
を
伺
い

ま
し
た
䣎
ど
の
企
業
で
も
䣓
明

る
く
素
直
で
䣍
時
間
を
守
り
䣍

あ
い
さ
つ
が
で
き
る
人
䣔
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
点

に
気
づ
き
䣍
今
後
の
高
校
生
活

の
糧
に
し
て
ほ
し
い
と
願
䣬
て

い
ま
す
䣎 

令和４年度３年生　進路状況　（令和5年1月11日現在） 長野県蓼科高等学校 進路指導係

就職先

【四年制大学】 就事業所名 職種 就業地人数

大学名 学部 学科 人数 1 (株)池の平ホテル＆リゾーツ 接客ｻｰﾋﾞｽ全般の業務 立科町 1

1 長野大学 社会福祉学部 1 2 (株)小宮山土木 現場技能職 立科町 1

2 佐久大学 看護学部 看護学科 1 3 浅科ニチム(株) 製造一般職 佐久市 1

3 松本大学 総合経営学部 総合経営学科 1 4 ｲｴﾛ-ﾊｯﾄ((株)ﾃﾞｰｼｰｼｰ佐久) 販売員 佐久市 1

4 法政大学 人間環境学部 1 5 エフビー介護サービス(株)本社 介護職 佐久市 1

5 多摩大学 経営情報学部 経営情報学科 1 6 (株)竹花組 土木施工管理職 佐久市 1

6 城西国際大学 観光学部 観光学科 1 7 双信電機(株)浅間工場 人事総務業務 佐久市 1

7 山梨学院大学 法学部 法律学科 1 8 吉田工業(株) 製品検査 佐久市 1

8 中京学院大学 経営学部 経営学科 1 9 (株)Ｗｏｎｄｅｒ ｂａｓｅ 軽貨物ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 佐久市 1

10 ＯＫＩﾈｸｽﾃｯｸ(株)小諸事業所 営業 小諸市 1

【短期大学】 11 (株)小諸村田製作所 製造ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ 小諸市 1

学校名 学科 人数 12 (株)ツルヤ 販売 小諸市 1

1 佐久大学信州短期大学部 福祉学科 2 13 ＩＰＤロジスティクス(株) 倉庫作業員 東御市 1

2 上田女子短期大学 総合文化学科 1 14 (有)カナモト食品 漬物製造(キムチ) 東御市 1

3 山野美容芸術短期大学 美容総合学科 1 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ服飾ﾎﾞﾀﾝ

4 川口短期大学 ビジネス実務学科 1 成型用金型製作

16 (株)ミマキエンジニアリング 製造 東御市 1

【専門学校・各種学校】 エンジン用

学校名 学科・ｺｰｽ 人数 ピストンの製造

1 上田情報ビジネス専門学校 総合ビジネス科 4 18 上田プラスチック(株) 製造業務 上田市 1

2 長野自動車大学校 二級自動車整備科 2 19 (株)エイティ 機械組立、電気配線 上田市 2

3 長野理容美容専門学校 美容科 1 20 エスビー食品(株)上田工場 食品製造 上田市 1

4 長野社会ふくし専門学校 介護福祉学科 1 プローブ製品

5 情報IT系システム開発コース 1 (電子部品)の製造

6 長野技術専門校 木造建築科 1 22 ＳＡＷＡ アシスタント 上田市 1

7 長野救命医療専門学校 柔道整復師学科 1 生産スタッフ

8 東京アニメーター学院専門学校 アニメーションコース 1 (加工･組立･検査)

9 大宮こども専門学校 保育科 2 自動車用ﾌﾞﾚｰｷ

10 名古屋こども専門学校 保育科 1 部分の製造

11 名古屋こども専門学校 こども総合学科 1 25 松山技研(株) 製造 上田市 1

26 (株)やさしい手 諏訪 施設内訪問介護職員 岡谷市 1

27 自衛隊 自衛官候補生 1

参考

【昨年度３年生進路状況】

8 6

5 10

16 24

就職 29 就職 33

他 7 他 3

合計 65 合計 76

四年制大学

短期大学

専門・各種学校

進学進学

進学先

四年制大学

短期大学

専門・各種学校

大原簿記情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ医療専門学校

15 (株)日東ボタン 東御市 1

17 アート金属工業(株) 上田市 2

24 日立Ａｓｔｅｍｏ上田(株) 上田市 1

21 オルガン製針(株) 上田市 1

23 山洋電気テクノサービス(株) 上田市 1

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介 

䣗
家
庭
科
部
䣘 

四
月
か
ら
家
庭
科
部
に
昇
格

し
ま
し
た
䣎
一
年
二
名
䣍
二
年 

四
名
䣍
三
年
三
名
の
計
九
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
䣎 

畑
で
栽
培
し
た
ナ
ス
・
ミ
ニ

ト
マ
ト
・
バ
ジ
ル
を
使
䣬
た
夏

野
菜
の
パ
ス
タ
や
カ
レ
䤀
䣍
グ

ラ
タ
ン
䣍
ク
ラ
ム
チ
䣺
ウ
ダ
䤀

な
ど
満
腹
感
重
視
の
料
理
に
も

挑
戦
䣎
コ
ロ
ナ
禍
で
の
文
化
祭

で
は
䣍
昨
年
か
ら
シ
ト
ラ
ス
リ

ボ
ン
プ
ロ
ジ
䣷
ク
ト
に
賛
同

し
䣍
家
庭
科
部
は
手
作
り
シ
ト

ラ
ス
リ
ボ
ン
の
ワ
䤀
ク
シ
䣼
䣹

プ
で
普
及
活
動
を
行
い
ま
し

た
䣎
ま
た
䣍
お
弁
当
甲
子
園
に

応
募
・
展
示
発
表
も
行
い
ま
し

た
䣎
季
節
恒
例
の
ハ
ロ
ウ
䣵
ン

ク
䣹
キ
䤀
䣍
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
䤀

キ
な
ど
も
作
り
䣍
さ
ら
に
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
䣎 

 


